
墨 田 区（報道） 

                  令和５年２月24日 佐藤 
～ いつもの授業と全然違う！ゲスト講師から海外の楽器演奏を学びました！ ～ 

中和小学校でインドネシアの民族音
楽｢ガムラン｣を体験する特別授業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《写真》①②授業の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《概要》区立 中和小学校 
  所在地：墨田区菊川一丁目18番10号 
  校長：影山 祥仁 
  児童数：305名（令和５年２月１日現在） 

《問合せ》区立 中和小学校 03-3634-7476 
☆お問合せは、午後５時までにお願いいたします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

２月22日（水）に、中和小学校（墨田区菊川1-18-10）での４年生57名が参加した音楽の授業におい
て、インドネシアの民族音楽「ガムラン」の体験を行いました。 
この日の音楽の授業は特別企画。講師として、東東京エリアで音楽をはじめとするプロジェクトを数多
く発信するNPO法人トッピングイーストを招き、「コロナ禍で失われてしまった音楽演奏で自分を表現す
る楽しい体験を提供したい」という想いで実施されました。 
特別授業の内容を聞かず、サプライズで体育館に集まった児童たちは、並べられた楽器に目をキラキラ
と輝かせます。まずは、講師たちから自己紹介を兼ねて、楽器の紹介を兼ねて見本演奏を行いました。児
童たちは、初めて聞く楽器の音色に興味津々。 
そして早速楽器の演奏体験。『ギラ』という基礎的な楽曲を３つのグループに分かれて演奏体験を行い
ました。もともとガムランに楽譜はなく、講師が奏でるフレーズを真似て、あっという間に覚えた子ども
たちは、「もぐらたたきみたい！」と感想を話しました。45分間の限られた時間の中でも、いずれのグル
ープもしっかりと演奏をこなし、真剣に取り組む様子がとても印象的でした。 
また、ほかのグループの演奏を聴いていた児童たちが自然と踊りだし、急遽、講師の一人が民族舞踊の
『バリス』をレクチャーする場面も。 
演奏体験を終えた子どもたちは「『ゴーン』（ゴング）の演奏が楽しかった」「また演奏してみたい」な
ど、これまでの音楽の授業とは違った、珍しい楽器の演奏体験をとても楽しんでいました。 
音楽の担当教員も「教員の私もこれまで触れたことがない楽器の演奏をさせていただける貴重な機会を
設けることができました。普段は音楽の授業に消極的な子どもたちもとても積極的に楽しんでいる様子
や、子どもたち同士で演奏を教え合う姿を見て、とてもうれしかったです。」と話しました。 


